
1.水系の激甚化・頻発化に備える
「流域治水」への転換について

資料1

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
水系の激甚化・頻発化に備える「流域治水」への転換について、流域治水プロジェクトの背景についてご説明します。
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近年、毎年のように全国各地で自然災害が頻発

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
近年毎年のように全国各地で自然災害が頻発しております。平成２７年９月関東・東北豪雨では、鬼怒川の堤防が決壊し氾濫流により家屋の倒壊・流失や広範囲かつ長期間の浸水が発生しております。また、平成２９年九州北部豪雨、平成３０年７月豪雨、令和元年東日本台風、北海道では平成２８年８月に１週間に３つの台風が上陸し、大雨による河川の氾濫や土砂災害が発生しました。宗谷管内については平成２８年に前線を伴った低気圧の影響により、９月６日から７日にかけて、宗谷地方を中心に大雨となり、２４時間降水量が稚内市海運、利尻空港、利尻町沓形（くつがた）などで観測史上１位を更新しております。また平成２８年９月６日に利尻町で降った雨については５０年に１度の大雨となっております。最近では昨年の11月6日～７日にかけて大雨となりまして、このときも、宗谷管内各地で浸水被害が発生しております。×宗谷岬や稚内、稚内市声問、稚内市沼川では11月の時間降水量と日降水量の1位を更新したほか、猿払村浜鬼志別では日降水量の1位を更新するなど、11月としては記録的な大雨となり、
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近年、雨の降り方が変化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
短時間強雨の発生件数が増加しており、気候変動の影響により、水害のさらなる頻発・激甚化が懸念されています。これが近年の雨の降り方の変化を示しているグラフとなっております。昭和50年代に時間50mm以上の雨が年平均174回に対して、近年は平均251回、約1.4倍となっております。ここからもわかるように、気候変動の影響などにより、河川の流下能力を上回る洪水の頻度が高まり、水害の更なる頻発・激甚化が懸念されております。
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流域治水の基本的な考え方

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このことから、河川管理者だけではなく流域に関わるあらゆる関係者が協働して、流域全体で水害を軽減させる【流域治水】の取組を推進することが重要となっております。まず、河川整備等のハード対策を加速化し＋ソフト対策の『被害対象を減少させるための対策』・『被害の軽減・早期復旧・復興のための対策を総合的かつ多層的な取組が必要になっております。と考えています。気候変動による災害の激甚化・頻発化を踏まえ、河川管理者が主体となって行う河川整備等の事前防災対策を加速化させることに加え、あらゆる関係者が協働して流域全体で行う、「流域治水」を推進し、総合的かつ多層的な対策を行うことが重要と考えています。このことから、流域で治水を考えていこう、の基本的な考え方というとで、気候変動による災害の激甚化・頻発化を踏まえ、河川管理者が主体となって行う河川整備等の事前防災対策を加速化させることに加え、あらゆる関係者が協働して流域全体で行う、「流域治水」を推進し、総合的かつ多層的な対策を行うことが重要と考えています。また、各関係機関による流域治水の全体像を共有することも、この会を開くことで見えてきますので、同じく重要と考えています。
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流域治水プロジェクト
国、流域自治体、企業等からなる流域治水協議会において「流域治水プロジェクト」を策定・公表し、流
域治水を計画的に推進する。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのため、国、流域自治体、企業等からなる流域治水協議会において「流域治水プロジェクト」を策定・公表し、流域治水を計画的に推進していくこととしています。　が必要と考えています。
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